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 4 章 電気接触式プローブを用いて、リチウム流の自由表面変動の計測を行った。接触-非接触の時系列信号から、
単位時間当たりの接触-非接触の時間割合を算出しリチウム流の平均厚みを求めた。単位時間当りの接触から、波高の
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の接触回数から波高の分布を算出する手法を提案し、波高分布を得ている。得られた波高分布は、流速 1～15 m/s の
流速範囲において、不規則な水面波の波高分布であるレイリー分布と非常に良い一致を示すことを示し、また平均波
高、有義波、最大波を実験的に明らかにしている。リチウムに限らず液体金属流に発生する波の波高分布および、統
計波高の実験的計測例は本研究が世界初である。本結果は IFMIF の設計開発に多大な貢献をするとともに、核融合
のみならず原子力分野で用いられる液体金属機器の研究開発に対して非常に有益なデータを提供するものである。 
 第５章ではリチウム流表面に格子パターン投影法を適用し、自由表面の波紋の形状計測を行い、計測結果を、水面
上を動く圧力点が作る波紋の位相線と比較し、その形状が良く予測できることを明らかにしている。併せて遠心力を
考慮した理論位相線を求めることにより、ノズル形状から不可避的に発生する波紋とリチウム流のターゲット領域、
即ち重陽子ビームの照射領域との離隔関係が予測可能であることを示している。第６章では電磁ポンプ吸い込み口に
おけるキャビテーションを実験的に研究し、キャビテーションの発生条件および管内摩擦損失係数を求め、IFMIF 実
機リチウムループシステムにおけるキャビテーション発生の可能性と、それを回避する裕度について議論検討されて
いる。第５章、６章の結果は、近い将来に建設の見込まれる IFMIF の工学実証・工学設計活動での大型ループの設
計と建設について重要な情報を提供するものである。 
 以上のように、本論文は液体金属流を取り扱った流体力学研究、及びに国際核融合材料照射施設（IFMIF）に対す
る実験研究として独自性に富み、貴重な実験データを含む非常に有用な論文である。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。 
